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設計時
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設計時
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宅内排水設備工事検査チェックリスト（申請用）

申請時 検　　　査　　　項　　　目

申請書は下水道用か農集用か選択（不要箇所を二重線で消す）し
たか
申請書の必要項目がすべて記入されているか

申請書の添付書類が全て付いているか

放流免除がある場合は免除申請書が提出されているか

器具トラップの最小口径は適正か（表3-1）

排水管の流下方向の管径が縮小していないか

排水横枝管の管径は衛生機具のトラップの最大口径以上か

立て管の管径は接続する横枝管の最大口径以上か

たけのこ配管になっていないか

地中又は床下の管径は５０mm以上か

オフセットは適正か（図3-2）

排水横管の勾配は適切か（表3-2）

トラップの構造は適正か

必要に応じてストレーナーが設けられているか

掃除口が必要か

阻集器が必要か、また種類は適正か

ディスポーザーを使用していないか

必要に応じて排水槽を設けているか

供用開始区域の確認を行ったか

計画下水量及び水質の調査を行ったか

敷地及び建物の確認を行ったか

既存の排水施設、埋設物の調査を行ったか

分流式排除方法となっているか

阻集器が必要か、また種類は適正か

除害施設の確認を行ったか

管路勾配は管きょ延長で計算されているか

雨水管と交差する場合は汚水管が下になっているか



責任技術者 市　役　所
チェック欄 チェック欄

設計時

（屋外）

申請時 検　　　査　　　項　　　目

雨水管と汚水管が並行する場合は汚水管が建物側になっているか

管内流速は基準値の範囲内か

汚水管の管径及び勾配は適切か（表3-3）

使用材料は規格品か

大便所の桝は４５°の落差付を使用しているか

桝の設置場所は起終点、管種･管径･勾配の変化点、会合点及び屈
曲点に入っているか
管路延長は適切か（表3-5）

ますの深さと管径は適切か
（例　φ150はL<80cm、φ200は80㎝≦L<120㎝）
桝蓋は密閉できる蓋か

桝蓋の種類は適切か（表3-10）

桝の底部の勾配は適切か（表3-7）

地盤状況に応じた基礎構造となっているか

特殊桝の使用は適正か

設計図の表示記号はＪＩＳに基づいているか

土かぶりは20cm以上確保されているか

二重トラップとなっていないか

掃除口が必要か

必要に応じて排水槽を設けているか

位置図は住宅地図等を利用するか図3-40に基づき作成されている
か
平面図は図3-41に基づいて作成されているか

給水管が複数の場合、配管図が記載されているか

雨水管が記入されているか

雑排水系統にストレーナー又はバスケットがない場合は、目皿付ト
ラップますを設けているか

位置図・平面図に方位が記入されているか

縦断図は図3-42に基づいて作成されているか

必要に応じて配管立図・構造詳細図が作成されているか

設計図の記載数値の単位及び端数処理は適切か（表3-7）

平面図・縦断図の記載方法は適切か（表3-9）


